
竹は魅力的な素材、最先端の利活用法を学ぼう

成富兵庫茂安は400年前、多布施川を通して佐賀平野に「命の水」を送るための施設
として嘉瀬川に石井樋を設けました。石井樋を守るため、河川内遊水地、野越などの暴
れる水をなだめる装置を配置しましたが、堤防を守る「竹林」も巧みに使っています。

「兵庫竹林」を保全し活用するため、その特徴を学んでいます。今回は、魅力的な素
材の竹を最先端の技術で利活用している方々の話をお聞きし、現地で竹の処理法を学び
ます。

竹の利活用研修会１

プログラム
●取組紹介１ （株）TANKA 企画課長 中溝康介氏

「竹炭と光触媒を用いて野菜の鮮度を保つ」
●取組紹介２ （株）サンケン・エンジニアリング 環境事業部長 佐藤勝正氏

「淡雪レベルまでの竹破砕技術」
●取組紹介３ さざんか塾（吉野ヶ里町）塾長 嘉村洋一氏

「竹と地域おこし」

日 時： 平成２９年２月１９日（日）
１３：３０～１５：３０

場 所： さが水ものがたり館会議室
（佐賀市大和町尼寺）

参加料無料
申込不要

兵庫竹林

竹の利活用研修会２（現地実習）

日 時： 平成２９年３月１２日（日） ９：３０～１２：００
場 所： さが水ものがたり館周辺「兵庫竹林」

（佐賀市大和町尼寺）

プログラム
●竹の安全な伐採法 指導 松永 勉氏（佐賀グリーンヘルパーの会）
●チッパー（竹破砕機）の実演 同 上
●牡蠣礁を育てる竹ぼうきづくり 指導 服部二朗氏（さが水ものがたり館）

問い合わせ・申し込み先 さが水ものがたり館事務室
電話：0952-62-1277 FAX：0952-62-1287 

保険を掛けますので氏名・住所・生年月日を電話またはファックスで下記にお知らせください。（無料）

現地で竹の処理法を学び、有明海カキ礁復元に用いる竹ぼうきづくりを行います。

参加料無料
申込必要


